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行　先 石岡駅 玉造駅

経　由
小川高校下
玉 造 駅
玉造工業高校

玉造工業高校

運　賃 1,040 円 570 円

便　数 15 往復 1(15*)往復

距　離 34.1 ㎞ 15.1 ㎞

時　間 75 分 35 分

▲橋本県知事を立ち会い人として協定書に署名

▲協定締結の翌日 ( 1月18日 )に３市長は
防衛省を訪れ、久間防衛大臣に協定に基
づく地域振興策などの実施を要望

　

在
日
米
軍
の
再
編
に
伴
い
、
米
軍
機
訓
練
の
一

部
が
百
里
基
地
に
移
転
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
1

月
17
日
、
鉾
田
、
小
美
玉
、
行
方
の
３
市
と
東
京

防
衛
施
設
局
と
の
間
で
騒
音
対
策
や
地
域
振
興
策

を
盛
り
込
ん
だ
協
定
書
の
締
結
を
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
東
京
防
衛
施
設
局
か
ら
要
請
の
あ
っ
た

米
軍
機
訓
練
の
移
転
に
対
し
、
３
市
は
協
定
の
締

結
を
防
衛
施
設
局
に
申
し
出
、
８
月
よ
り
そ
の
内

容
に
つ
い
て
地
元
住
民
の
要
望
を
と
り
い
れ
な
が

ら
協
議
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　

協
定
の
内
容
は
「
騒
音
対
策
」「
安
全
対
策
」「
地

域
振
興
策
」「
米
軍
機
の
訓
練
形
式
」
の
４
項
目

か
ら
な
り
、
地
域
振
興
策
に
つ
い

て
は
、
３
市
が
そ
れ
ぞ
れ
地
域
性

を
踏
ま
え
た
う
え
で
個
別
に
要
望

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

３市共通事項
　・訓練の移転に伴う騒音について、周辺住民の生活への影響に配慮し、騒音の実態調査を実施するなど所要

の措置を積極的に講じる。
　・共同訓練期間中における事件及び事故に適切に対処するため、所要の連絡体制を整備するとともに、安全

対策等に努めることとする。
　・地域振興策について、地元の要望を踏まえ、所要の措置を講じるよう最大限努力する。
　・共同訓練の期間は、現在の使用条件である、訓練１回あたり約３日ないし 15 日まで、年４週間
以内を維持する。

　・訓練計画について事前に地元自治体へ通知する。

鉾田市としての主な要望
　・一般防音･一般助成及び防音助成の拡充
　・住宅防音の助成対象区域の拡大
　・騒音測定器の増設
　・特定防衛施設周辺整備調整交付金の交付対象施設の拡大と交付金の増額
　・再編に伴う交付金の弾力的な運用
　・百里飛行場の民間共用化・東関東自動車道水戸線の早期実現にむけた側面的支援

関鉄グリーンバスが代替運行を申請関鉄グリーンバスが代替運行を申請
運行開始は４月１日を予定運行開始は４月１日を予定

　

鹿
島
鉄
道
が
こ
の
３
月
で

廃
線
に
な
る
こ
と
を
う
け
、

関
東
鉄
道
の
グ
ル
ー
プ
会
社

で
あ
る
関
鉄
グ
リ
ー
ン
バ
ス

が
関
東
運
輸
局
茨
城
運
輸
支

局
に
対
し
、
鉄
道
廃
線
の
代

替
措
置
と
な
る
バ
ス
運
行
の

認
可
申
請
を
し
ま
し
た
。

　

鉾
田
石
岡
間
で
新
設
さ
れ

る
の
は
６
系
統
で
、
鉾
田
市

内
で
は
石
岡
駅―

鉾
田
駅
と

玉
造
町
駅―

鉾
田
駅
の
２
系

統
が
運
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

停
留
所
は
県
道
小
川
鉾
田
線

に
設
置
さ
れ
て
い
る
既
存
の

バ
ス
路
線
の
10
か
所
が
そ
の

ま
ま
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。初乗り運賃は 160 円

※石岡鉾田間 15 便を指します

バス運行の概要  鉾田駅発着の路線（予定）

関鉄グリーンバスが代替運行を申請関鉄グリーンバスが代替運行を申請
運行開始は４月１日を予定運行開始は４月１日を予定

協  定  の  概  要

在
日
米
軍
機
訓
練
移
転

　

東
京
防
衛
施
設
局
と
協
定
締
結
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行政のうごき行政のうごき

4 御用始め

6 市消防団出初式

7 市成人式

 市賀詞交歓会

9 市民と市長の朝市トーク

14 市認定農業者連絡協議会講演会

17 在日米軍再編に係る協定書調印式

18 在日米軍再編に係る防衛省要望活動

23 県市議会議長会定例会

24 県後期高齢者医療広域連合会全体市町村会議

31 市要保護児童対策地域協議会

▲市内の各機関や団体の代表者らが新年の挨拶
を交わす鉾田市新春賀詞交歓会が開催されま
した。

▲服装点検　　　　　　（旭消防団） ▲鉾田市長式辞　　　（鉾田消防団） ▲団長あいさつ　　　（大洋消防団）

賀詞交歓会 賀詞交歓会 １１／／７７

消防出初式 消防出初式 １１／／66

市の動静　　（1月）

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

　

12
月
21
日
、
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進

審
議
会
が
、
鉾
田
市
長
に
対
し
、
ご
み

減
量
化
に
つ
い
て
答
申
を
し
ま
し
た
。

　

答
申
で
は
、
家
庭
ご
み
減
量
化
の
た

め
の
施
策
と
し
て
、
有
料
化
を
図
る
状

況
に
あ
る
と
さ
れ
、
有
料
化
の
基
本
方

針
や
、
そ
の
方
法
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
市
の
年
間
家
庭
ご
み
排
出
量
は
、

平
成
９
年
度
以
降
、
１
万
ト
ン
台
で
推

移
し
（
グ
ラ
フ
参
照
）、
平
成
18
年
度
の

ご
み
処
理
経
費
は
約
４
億
４
千
万
円
に

達
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
費
用
は
全
て
税
金
で
賄
わ

れ
て
い
る
た
め
、
経
費
抑
制
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
一
方
で
、
ご
み
を
多
く
出

す
市
民
と
ご
み
を
少
量
し
か
出
さ
な
い

市
民
と
の
間
で
の
不
公
平
間
も
否
め
な

い
状
況
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
や
、
県
内
の
自
治
体
に
お
い
て
も
、

家
庭
ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
有
料
化
へ
の
動

き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
同
審
議
会
で
は
、
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
有
料
化
の
具
体
的
な
実
施
時

期
や
方
法
、
市
民
へ
の
周
知
の
仕
方
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

▲市長に答申書を手渡す石嵜委員長
　審議会は、６月１日に鬼沢市長から一般廃棄物
の排出抑制に関する施策についての諮問を受け、
６回にわたる審議を重ねてきました

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
答
申

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
答
申

新
年
の
行
事
か
ら
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※当事業にあわせて苗木の販売をします
　補助対象外であっても苗木の購入はできます

苗木の申し込み期限  ３／１２（月）

    

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
は
高
度
な

安
全
確
保
機
能
を
も
つ
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

　

平
成
14
年
か
ら
稼
動
し
て
い
る
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
利
用
す
る
個
人
カ
ー
ド
で
す
が
、
写
真
つ

き
の
も
の
は
運
転
免
許
証
の
よ
う
に
身
分
証
明
書
と
し

て
も
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
カ
ー
ド
発
行
手
続
き

　

申
請
で
き
る
方

　
　

鉾
田
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
15
歳
以

　
　

上
の
方
（
15
歳
未
満
の
方
は
法
定
代
理
人
要
）

　

手
続
き
場
所

　
　

市
役
所
及
び
各
支
所
市
民
課

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の 

　
　

・
印
鑑

　
　

・
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
官

　
　
　

公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
入
り
の
身
分

　
　
　

証
明
書
（
ご
持
参
い
た
だ
け
な
い
場
合

　
　
　

は
即
日
交
付
で
き
ま
せ
ん
）

　
　

・
写
真
入
り
の
カ
ー
ド
を
作
成
す
る
方
は

　
　
　

証
明
写
真
（
3.5
㎝
×
4.5
㎝
）

　

交
付
手
数
料　
　
　

 

５
０
０
円

◆
カ
ー
ド
発
行
に
つ
い
て

　

（
市
役
所
で
手
続
き
の
場
合
）

　
　

16
時
45
分
ま
で
に
手
続
き
さ
れ
れ
ば
即
日

　
　

交
付
い
た
し
ま
す
。

　

（
旭
・
大
洋
支
所
で
手
続
き
の
場
合
）

　
　

発
行
ま
で
３
日
程
度
か
か
り
ま
す
。
手
続

　
　

き
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
代
理
申
請
に
つ
い
て

　
　

本
人
以
外
の
方
が
代
理
で
申
請
す
る
場
合

に
は
事
前
に
市
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
き
、
必
要
書
類
な
ど
を
確
認
く
だ
さ
い
。

住基カードを身分証明として使用できる例
　・パスポートの申請

　・書留郵便の受け取り

　・銀行などでの口座開設や 10 万円以上の振り込み時の身

　　分証明

　・携帯電話などの契約

　　※カードには写真付きと写真なしのものがあり、利用

　　　できる範囲が異なります。

　市役所市民課　　☎３３－２１１１(内線1153)
　　旭支所市民課　　☎３７－４３４５
　　大洋支所市民課　☎３９－３３１２

住民基本台帳ネットワークシステム、住基カード
について詳しくは
　総務省　住民基本台帳ネットワークシステム
　推進協議会
　http://www.soumu.go.jp/c‐gyousei/daityo/

苗木の購入･間伐などに補助金

要 件
　①地目　山林
　②面積　５００㎡以上（５畝歩以上）
　③樹種　スギ　ヒノキ　マツ類　クヌギ　コナラ類
対象となる事業
　・苗木の植栽（植付の目安　500㎡で 75本以上（2.5m間隔）
　・下刈り（苗木を植栽した場所に限る）
　　　　　 （補助期間は植付後5年間で事前申請が必要）
　・除間伐（樹齢 11～ 35 年生で間伐率 20％）
必要書類
　・申請書（印鑑必要）
　・位置図
　　（申請書は市役所産業経済課、各支所経済
　　  建設課窓口にあります）

平成１９年度造林事業

山林の管理において植栽や伐採をする場合、

市から補助金が交付されます。

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

    

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　   
　産業経済課
　　☎３３－２１１１（内線1162）

　旭支所経済建設課
　　☎３７－４３４８

　大洋支所経済建設課
　　☎３９－８１７３
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大洋地区（ふる里見聞館） 鉾田地区（市役所 2階会議室） 旭地区（学習等供用施設）

9：00～ 12：00 13：00 ～ 16：30 9：00 ～ 12：00 13：00 ～ 16：30 9：00 ～ 12：00 13：00 ～ 16：30

2/16㈮ 田子沼 京知釜
上宿　本橋町　
横町

桜本　昭和町
上釜（本郷　市の沢）
　　 （七日原　飛沢）

上釜
（南  中  北  平和）

19 ㈪ 高釜 堺釜 七軒町  新町  御城 古宿  西町  本町 荒地 沢尻

20㈫ 江川　田塚 吾妻原 塔ヶ崎 西台  仲須  旭町 箕輪西 箕輪東

21㈬ 上幡木 中居 烟田　小高根 青山  安塚  宮内 上太田 下太田

22㈭ 台浜第１  台浜第２ 台浜西部 田中  美原  玄生 大竹　下荒地 大神　和岡 田崎

23㈮ 濁沢　別所釜 町山 白塚　岡堀米 上諏訪　安房北 上鹿田 下鹿田

26㈪ 汲上上宿 汲上下宿 安房南  安房高野 靭負　柏熊 大沼 飯田

27㈫ 武与釜 上沢　荒地
舟木（東堺  土井林）
（菖蒲沼  北菖蒲沼）

舟木
（遠野  仲坪  北山）

造谷第二 造谷第一

28㈬ 椎之内  青山小角台 組塚 大戸　額相 東野　徳宿本郷 三和 造谷第三

3/1 ㈭ 下沢 下沢 飯名  秋山  駒木根 徳宿新田  石八戸  南野 子生 玉田

2㈮ 飯島 飯島 借宿　郡境 青柳 野田　冷水 子生第二

5㈪ 札 札 西半原  借宿新田 野友　粟野 常磐第一  常磐第二 勝下新田  西勝下

6㈫ 梶山 梶山 半原 串挽下
樅山（共立  協同）
（民主　上宿第一）

樅山（共和  宮前）
（下宿  第二  第三）

7㈬ 阿玉 阿玉 高田  堀の内  須賀 串挽上
勝下（宿道  上宿東
上宿西）

勝下
（下宿  中宿  元宿）

8㈭ 大蔵 大蔵 紅葉 大川　下冨田 湯坪　柏熊新田 滝浜　滝浜新田

9㈮ 二重作 二重作 当間  坂戸  寄居 藤沼  新里 鳥栖新田 全地区 全地区

12㈪ 全地区 全地区 上冨田  鳥栖本郷 大和田　菅野谷 全地区 全地区

13㈫ 全地区 全地区 全地区 全地区 全地区 全地区

14㈬ 全地区 全地区 全地区 全地区 全地区 全地区

15㈭ 全地区 全地区 全地区 全地区 全地区 全地区

選挙管理委員会　☎ 33 － 2111（内線 1222）

農業委員会委員選挙人名簿の縦覧

秘書広聴課　☎ 33 － 2111（内線 1212）

市民と市長の朝市トーク

期　　間　　２／２３（金）～３／９（金）
縦覧場所　　鉾田市選挙管理委員会（総務課内）

市民税、県民税の申告と納税相談日程　  税務課☎ 33-2111(内線1184)

３／５（月）

　旭総合支所　1階

時間 ８：１５～９：１５

秘書広聴課　☎ 33 － 2111（内線 1212）

広報ほこたの配布方法がかわります

　これまで「広報ほこた」は各地区の区長さん
を通じ回覧版などで配布をしていましたが、こ
の 4月から新聞折り込みによって配布すること
となりました。
　広報紙の大きさは、見開き、たて約40㎝、よこ約 50㎝
で、新聞紙 1ページを横にしたものと、ほぼ同じ大きさ
になります。

１月９日の様子

茨城県からのお知らせ

県税収納について

■４月から市役所窓口での県税収納が　
　できなくなります。

　4月 1 日から、市役所窓口における県税の収納
ができなくなります。
　最寄りの銀行、信用組合、農業協同組合などの
金融機関や郵便局または県税事務所で納めてくだ
さい。

■自動車税はコンビニでも納められます

　県税の納付場所の確保をはかるため、自動車税
は今年５月に送付される納税通知書からコンビニ
エンスストアでの納税ができるようになります。

　（取り扱いができるコンビニエンスストアは、送付さ

れる納税通知書に記載されています）

　   茨城県　税務課
　　　　☎０２９－３０１－２４２９
　　  行方県税事務所
　　　　☎０２９９－７２－００４１

（　　）は会場
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　国民健康保険税の納期が平成１９年度から次のように変わります。

　現行６回の納期が，７月からの毎月納付となり，納期の回数は９回になります。

　また，４月・６月に行っていた暫定賦課を廃止し，わかりやすい課税とするために１期（７月）か

らの確定賦課となります。

月 納期 備　考

４月 １期 暫定賦課

５月

６月 ２期 暫定賦課

７月

８月 ３期 確定賦課

９月

１０月 ４期 確定賦課

１１月

１２月 ５期 確定賦課

１月

２月 ６期 確定賦課

３月

月 納期 備　考

４月

５月

６月

７月 １期 確定賦課

８月 ２期 〃

９月 ３期 〃

１０月 ４期 〃

１１月 ５期 〃

１２月 ６期 〃

１月 ７期 〃

２月 ８期 〃

３月 ９期 〃

４月から 葬祭費の支給申請は葬祭を行った方になります。

　葬祭費は，国民健康保険加入者が亡くなったとき，葬祭を行った方（喪主）に支給されます。これ

まで葬祭費は，死亡届出時に支給を行ってまいりましたが，4月からは葬祭を執行された後に，葬祭

を行った方の申請に基づき，口座振替払いとさせていただきます。

　葬祭費の支給申請には，次のものをご持参ください。

　・国民健康保険被保険者証

　・印鑑（朱肉を使用するもの）

　・葬祭店の領収書など

　　（葬祭を行った方の名義のもの）

　・金融機関の口座番号

平成１８年度 平成１９年度から

　被保険者証の再交付申請は，世帯主の方が行っ
てください。申請は同一世帯の方でもできます
が，この場合は、必ず世帯主の委任状が必要に
なります。

　申請の際は，次のものをご持参ください。
　・身分の証明できるもの（運転免許証など）
　・印鑑
　・委任状（世帯主以外の場合）

保険証の再交付申請は
世帯主の方が

平成１９年度から

国民健康保険税の納期が変わります

  保険年金課 ☎ 33-2111 (内線1121 ～ 1124)
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平成２０年度から
老人保健制度は
後期高齢者医療制度に変わります

　平成２０年度から老人保健制度は，後期高齢者医療制度に変わります。
　現在，７５歳以上の方等が，病気やケガなどでお医者さんにかかるときは，「老人保健法」による制度で
診療を受けていますが，平成２０年４月からは「高齢者の医療の確保に関する法律」により，独立した医療
制度のもとで診療を受けることになります。
　この制度の運営は，茨城県においては，全市町村が加入する広域連合が行うことになり，１月２４日に「茨
城県後期高齢者医療広域連合」が設立されました。
制度の概要は、下図のとおりです。なお，制度の詳しい内容については，再度，お知らせいたします。

被保険者：広域連合の区域内（県内）に住所を有する７５歳以上の方
　　　　　（寝たきり等の方については，老人保健制度と同じ。）
保 険 料：医療費の約１割が後期高齢者医療の保険料として賦課されます。保険料の率は区域内（県内）均一と

なり，年額１８万円以上の年金受給者を対象に年金から天引き（特別徴収）され，それ以外の方は，
納付書による納付（普通徴収）となります。

　　　　　保険料率等については，これから決定されますので，決まり次第お知らせいたします。
　　　　　現在，国保に加入している方については，国民健康保険税は賦課されなくなりますが，新たに，後期

高齢者医療の保険料が賦課されることになります。また，職場の健康保険等の被扶養者にも，後期高
齢者医療の保険料が賦課されます。

　上記のように，現在の老人保健制度は，国保や職

場の健康保険などからの拠出金と国や県，市町村の

公費（主に税金）で賄われています。このため，医

療費の増加は，保険税や公費負担の増加となり，結

局は私たち自身の負担となっていきます。

　①のグラフは，鉾田市（旧３町村の合計）の老人

保健受給対象者数と総医療費を表しています。

総医療費は，平成 14 年の制度改正による受給対象者

の減とともに減少していますが，それでも平成 17 年

度の総医療費は，約 48億円となっています。 

　これは，②のグラフからわかるとおり，老人保健

受給者１人当たりの医療費が，年々増加傾向にある

ためです。この原因としては，高齢になると生活習

慣病など慢性的な病気が増え，入院や通院の期間が

長くなっていることが考えられます。

　健康で自立した生活を送ることは，みなさんの「健

康寿命」を延ばすとともに，医療費の節減にもつな

がります。正しい生活習慣を身につけたり，上手な

お医者さんのかかり方を心がけ，また，一人ひとり

が健康管理に気をつけて，限られた財源を有効に使

いましょう。

老人医療の現状

【全市町村が加入する後期高齢者医療広域連合】

患者

負担

公費（約５割）
（国：都道府県：市町村＝４：１：１）

高齢者の
保 険 料
約 １ 割

後期高齢者支援金（若年者の保険料）
約 ４ 割

被保険者
（７５歳以上の者）

各医療保険（健保，国保等）の　　　　　　　
被保険者（０～７４歳）　　　　　　　

保
険
給
付

保
険
料

保険料 (税)

医療保険者
（健保・国保等）

患者負担は，老人保健制
度と同じ。

保険給付の種類も，老人
保健制度と同じ。

・特別徴収
 （年金から
  の天引き）
・普通徴収

社会保険
診療報酬
支払基金

＜交付＞

後期高齢者支援金に
充てるため，保険料
（税）の一部を拠出。
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　介護予防に役立てようと、いきいきヘルス体操
普及講習会が開かれました。
　茨城県社会福祉協議会・鉾田市社会福祉協議会
主催によるもので、高齢者の介護予防や要介護状
態からの改善に役立てるための推進員養成が目的。
　ヘルス体操の考案者である県立健康プラザ管理
者の大田仁史先生を迎え、介護予防の必要性につ
いての講義と体操の実技を行いました。

いきいきヘルス体操についての問い合わせ
鉾田市社会福祉協議会　☎３２－５８３１

茨城県健康プラザのホームページではいきいきヘ
ルス体操の紹介をしています
http://www.hsc-i.jp/hsc/

こ
の
体
操
は
座
っ
て
も
、
寝
た

ま
ま
で
も
で
き
、
ス
ト
レ
ッ
チ

を
し
な
が
ら
体
の
バ
ラ
ン
ス
感

覚
を
や
し
な
う
事
が
で
き
ま
す

ニュースポーツを体験ニュースポーツを体験

老人福祉大学で体育の授業老人福祉大学で体育の授業
　鉾田地区高齢者クラブ連合会で開講されている老

人福祉大学で屋内競技の講習会が実施されました。

　紹介されたのはユニカール・シャフルボード・

オーバルボール、など５つの競技。

　聞きなれない名称ですが、共通点は目標に狙い

をつけてボールなどを転がして点数を競い合うこ

と。体力向上だけでなく

点数計算が頭の体操にも

なるのが特徴です。

　準備体操のあと受講生

たちは講師の渡辺由正さ

ん筒井道雄さんにルール

の説明を受けながら全種

目に挑戦し、楽しい体育

の時間を過ごしました。

力
加
減
が
わ
か
っ
て
く
る
と

　

得
点
も
気
合
も
ア
ッ
プ

厨房に入った男たち
　この事業は「高齢化が進む中、バランスのとれた食生活で健康に暮らせる
ように」と茨城県食生活改善推進団体連絡協議会が主体となって県内各地で
実施しているもので、市のヘルスメイト（食生活改善推進員）の呼びかけで
４０代から７０代の男性２２人が参加しました。

▲参加者からは「野菜の切り方、火加減など、ヘルス
メイトのおかげで基礎から学ぶ事ができた」「協力
しながらの料理は楽しかった」と感想がありました

▲「キムチ入り肉ジャガ」「ブロッコ
リーと海老炒め」など、総カロリー
は約 600kcal

ヘルス体操ヘルスヘルス体操体操体操スス体操

いきいき
いきいき

１月１３日、鉾田保健センターで、
「男性の食生活講座」が開催されました。
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クリスマスクリスマス
  コンサート  コンサート
　大洋公民館で青少年育成鉾田市
民会議主催によるクリスマスコン
サートが開かれました。

▲大洋公民館では初めての
開催。約 150 人が来場

▲会場全員で合奏

ハ
ン
ド
ベ
ル
に
挑
戦
の
コ
ー
ナ
ー

　

で
は
「
き
ら
き
ら
ぼ
し
」
を
演
奏　

白浜フェスティバル白浜フェスティバル

　行方市にある県立白浜青少年自然の家で　行方市にある県立白浜青少年自然の家で
１月恒例の白浜フェスティバルが行われ、１月恒例の白浜フェスティバルが行われ、
たくさんの親子連れでにぎわいました。たくさんの親子連れでにぎわいました。

ジ
ャ
ン
ボ
シ
ャ
ボ
ン
玉
コ
ー
ナ
ー

▲演奏にあわせて子どもたちも
　「たらこダンス」 ▲アクアワールドの移動水族館

　ウニ・ヒトデ・ナマコにタッチ

鉾
田
か
ら
来
た
と
い
う
６
歳
の
男
の
子

　

鉄
道
好
き
と
い
う
こ
と
で
特
別
に
運
転
席
へ

12／24

1／14
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幼稚園サッカー巡回指導

スポーツとの出会い、体を動かすよろこび

▲ボールを追いかける子、応援する子など
　園児たちは元気いっぱいです（旭幼稚園）

▲あとかたづけも園児たちの手で。これも
スポーツを楽しむ基本です（旭幼稚園）▲ボールを使ってミニ運動会（鉾田北幼稚園）

大竹 S．L．S．Cが快挙

命を救うスピードの勝負

　子どもたちに、スポーツの楽しさを知ってもらおうと、茨城県サッ
カー協会によるサッカー指導が、市内の幼稚園で行われました。こ
れは鹿島アントラーズのホームタウンを対象に実施している事業で、
ワールドカップサッカー大会が行われた 2002 年から始められている
ものです。
　指導役は鹿島アントラーズのコーチたち、鬼ごっこやミニサッカー
など、ボールを使った数種類のメニューを1時間にわたって行いました。
　コーチたちはいいプレイをした子にはハイタッチでほめ、うまく
できない子にはバランスのとり方やボールを蹴るポイントを教える
など、ていねいに指導。
　子どもたちもサッカーのお兄さんたちにすっかりなじみ、お別れ
の時には「また来てください」とお願いしている子がたくさんいま
した。

　毎年、大竹海水浴場において水難事故防止活動を行っている大竹サーフライフセービングクラ
ブが、昨年 12 月に千葉県習志野市で開催された第 19 回全日本ライフセービング室内選手権大会
で総合優勝に輝きました。同クラブは、海外での大会に日本代表選手を送り込むなど実力のある
チームです。
　大会は人命救助を想定した個人、団体あわせて 19 種目で競われ、大竹チームは 100mマネキン
キャリーで男女ともに個人優勝（女子の部では日本記録、男子の部では表彰台独占）したほか、男
子メドレーリレー（4× 50 ｍ）でも日本記録を出すなど、5種目で優勝、他種目でもポイントを重
ね、18連覇を目指していた日本体育大学をおさえ 30チームの頂点にたちました。

▲ 12 月 22 日、優勝報告で市長を訪ねたメンバー
の皆さん。
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平成 19 年初日の出

イノ一番に見事な日の出

ダニエル・カールさんが講演

謙遜はほどほどに

早実野球部が合宿

夏の覇者が鉾田へ

▲スタンドでは50人ほどが見学(12月28日)

　水平線から昇る日
の出はめったにお目
にかかれないもので
すが、今年の元旦は
天候に恵まれ、すば
らしい太陽を拝むこ
とができました。
　柏熊海岸では水平
線から太陽が見えた瞬間、初日を見に来た方々
から「オーッ！」という歓声。毎年来ている
という男性も「このような初日は初めてだよ」
とお話されていました。

▲柏熊海岸で撮影

▲携帯電話で写真を撮って友人に送る方
もいたそうです（鹿島灘海浜公園）

　昨年、夏の高校野球選手権大会で優勝した
早稲田実業高校野球部が 12 月下旬に鉾田市内
で 1週間にわたり冬季練習を行いました。
　部員や関係者など 50 人が参加し、鉾田総合
公園などで体力づくりを中心にしたトレーニ
ングを行い、最終日にはチームを分け練習試
合をしました。
　斉藤佑樹投手も参加しているとあって、「王
子様」をひと目見ようと、野球ファンのみな
らず女子中学生や年配の女性も見学に来てい
ました。

▲
練
習
試
合
で
登
板

す
る
斉
藤
投
手

　鉾田市認定農業者連絡協議会主催による講演会が開催
され、タレントのダニエル・カールさんが日本の食べ物
と習慣の魅力についてお話されました。
　現在はグルメレポーターとしても活躍されているダニ
エルさんは茨城の食べ物にも詳しく「海あり山あり畑あ
り、茨城の良さをもっとアピールしていきましょう」と
アドバイス。
　また、「いろいろな場面での日本人の謙虚な態度はすば
らしい文化のひとつです」と、これまでの体験を落語の
ように面白おかしく紹介されました。

▲ 市内の農業経営者、約２４０人が出席

▲おなじみの山形弁で笑いのたえない 1時間
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駅やデパートなどでは

地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

　

地
震
に
よ
る
大
き
な
揺
れ
が
来
る
事
が
少

し
で
も
早
く
わ
か
れ
ば
、
揺
れ
に
備
え
る
心

の
準
備
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
気
象
庁
で
整
備
を
す
す
め
て
い
る

「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
震
源
に
近
い
観
測

点
で
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
震
源
や
地
震
の

大
き
さ
を
推
定
し
、
各
地
に
お
知
ら
せ
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

こ
の
伝
達
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
大
き
な
揺

れ
が
始
ま
る
前
に
防
災
行
動
を
と
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
震
被
害
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

「
緊
急
地
震
速
報
」

　気象庁地震火山部

　　　☎ 03 － 3212 － 8341

　　水戸地方気象台　防災業務課

　　　☎ 029 － 224 － 1106

　　気象庁ホームページ

　　　http://www.jma.go.jp

　緊急地震速報は、地震による強い揺れが始まる前にお知らせする新しいシステムですが、図
にもあるように、震源に近い地域では情報伝達が間に合わない場合があります。
　現在のところ、防災関係機関や交通機関、企業向けに一部運用を始めており、一般に対して
は今後十分な周知をしたうえで情報提供をしていく予定となっています。

緊急地震速報が伝われば

倒れやすい家具から
離れたり、テーブル
の下にもぐることが
できる

施設管理側で来客に対し、安全確保の
指示、誘導ができる

揺れを感じる前に停止することで、事
故を防止できる

家庭では

車の運転中は

（
気
象
庁
資
料
を
引
用
）
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一　般 高齢者 子　供

全 館 8,500 (6,500) 4,500 (3,500) 5,000 (4,000)
風呂のみ 6,500 (5,500) 2,500 (2,500) 3,000 (3,000)

男女共同参画社会をめざして － ⑬

３／２５（日）
鉾田市男女共同参画推進事業

きらめきフォーラム in 鉾田市
～共に考えよう！女

ひと

と男
ひと

の活きるまち～

講演　落語　

 「楽しみながら学ぶ男女平等」
　　　　桂　文也　氏（落語家）

　　オープニング演奏（12:45 ころ）鉾田交響吹奏楽団

　　寸劇　　　　　　 （13:20 ころ）はらんきょうの会

　託児室あり（３歳～小学校低学年）

　（託児室ご利用の方は３／１６までにお申し込みください）

主催　鉾田市

　　　きらめきフォーラム in 鉾田市実行委員会

　きらめきフォーラム in 鉾田市実行委員会事務局

　　☎３３－２１１１（内線１２１２）市役所秘書広聴課

２／２６（月）

こころの健康フォーラム
「精神障害」や「心の健康」について考え、病気に
対する理解を深めていきたいと思います。
会　場　　鉾田保健センター（入場無料）　
　　　　　13:00 受付
内　容
　◆体験発表　鉾田共同作業所　スマイルハウス
　◆講　　演　「在宅でよりよく生活していくために」
　　　　　　　講師　　斉藤　悟　氏
　◆ミニコンサート
　　　　　　　出演　スマイルハウスとのぞみ
　鉾田保健センター　☎３３－３６９１

贈答用回数券をどうぞ 

（　　　　）は 17:00 以降の利用券の価格です

　ほっとパーク鉾田
　　☎３４－１２１１

狂犬病にご注意ください

　狂犬病は、アジア・アフリカ地域を中心に

発生している感染症です。

　日本では 1957 年以来、狂犬病による人の

死亡も犬の発症も記録されていませんでした

が、昨年フィリピンで犬にかまれた男性 2人

が狂犬病ウィルスに感染し、帰国後に死亡し

たことが確認されました。

　世界的にみて、狂犬病の最も大きな感染源

動物は犬であることから、犬を飼っている方

には「狂犬病予防法」により、生後 90 日を過

ぎた犬に対し年 1回の予防注射が義務付けら

れています。

　犬に狂犬病予防注射を実施することは、愛

犬を狂犬病から守るだけでなく、社会全体を

狂犬病からの恐怖から守ることになります。

　生活環境課

　　☎３３－２１１１（内線 1134）

標語を募集しています
しめきり２／２３（金）

募集標語　　男女共同参画をテーマに、特

　　　　　　に仕事と生活の調和を推進

　　　　　　するものなど

応募資格　　どなたでも可

応募方法　　ハガキ・メール・ファクスで

　　　　　　下記内容をお送りください

　　　　　　①作品　②住所　③氏名

　　　　　　④年齢  ⑤性別  ⑥電話番号

　　　　　

　　　　　入賞作品の著作権は内閣府に帰属

応募先　　東京都千代田区永田町 1-6-1

　　　　　　内閣府男女共同参画局総務課

　　　　　　標語募集係

　　　　　　☎ 03-3581-2022
　　　　　　℻   03-3581-9566
　　　　　　http://www.gender.go.jp/

入場無料（開場12:30）
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嘱託職員募集　̶鹿行広域事務組合̶

県有地を売却します
所在地 用途地域 面積（㎡） 価格（万円） 備考

大洗町磯浜町 第一種中高層住専 302.96 1,080 旧大洗高校公舎敷地

鉾田市鉾田 第一種低層住専 1608.68 1,390 旧職員住宅敷地

稲敷市江戸崎 市街化調整 856.11 720 旧江戸崎高校公舎敷地

龍ヶ崎市古城 第一種中高層住専 247.55 610 旧竜ヶ崎二高公舎敷地

結城市結城 第一種低層住専 505.00 1,470 旧結城二高公舎敷地

　茨城県管財課　☎０２９－３０１－２３８０
　　http://www.pref.ibaraki.jp/

無料相談のご案内（各相談とも相談料は無料です）
と　き 会　場（時間） 相談内容など 問い合わせ

行政相談 2 /21 （水）
鉾田市役所　３階
（13：00 ～ 15：00）

行政一般
市役所秘書広聴課
☎33-2111 (内線1211)

交通事故
相談

月・水・金
鹿行地方交通事故相談所
（9：00 ～ 16：00）

交通事故に関すること全般
金曜日は弁護士相談（予約要）

鉾田合同庁舎
☎33-4111 ( 内線 214 )

教育･子育て
電話相談

随　時

電話の場合  （9：00 ～ 24：00）
　☎ 029-225-7830
FAX（24 時間）
　☎ 029-302-2161

子どものしつけ　学校生活　
家族関係など
(相談内容によっては面談などによる

カウンセリングも受けられます。)

茨城県生涯学習課
☎ 029-301-5322

小児心疾患
個別相談会

2 /24 （土）
茨城県立健康プラザ（水戸市笠原町）
（13：00 ～ 16：00）

小児心疾患に関する個別相談
予約制　締切  2 / 22（木）

茨城県難病相談・支援センター

☎ 029-853-3610

長期療養児
ピア相談

随　時
鉾田保健所・茨城県子ども家
庭課へお問い合わせください

小児慢性疾患のお子さんを育
てている方の悩みごとなど

茨城県子ども家庭課
☎ 029-301-3257

勤 務 先　養護老人ホーム鹿行潮来荘
募集職種　介護員（４人）
応募資格　18～ 45 歳（普通自動車免許のある方）
　　　　　ヘルパー２級以上または介護福祉士
　　　　　の資格をもつ方
応募方法　履歴書を潮来荘へ持参または郵送
締　　切　２／２３（金）（当日消印有効）
試　　験　２／２８（水）　１０：００面接
 申込先　養護老人ホーム鹿行潮来荘

　　　　　潮来市大生1376　
　　　　　☎ 0299-67-5640

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

　
　

☎
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２
９
・
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５
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参加者募集
春休みスキー教室

と　　き　　３／２５（日）～２７（火）

行　　先　　蔵王温泉スキー場（山形県）

対　　象　　小学３年～中学生

募集人員　　４０人程度

費　　用　　３６,０００円

　　　　　　（スキー用具のレンタルについては
　　　　　　 別途負担あり）

申込先　　☎３２－４８８４(FAX兼用)平賀さん

　　　　　　（携帯電話　090-3045-5940）

　　　　　　 

主　　催　　SAJ 鉾田スキークラブ

後　　援　　鉾田市教育委員会

ホームヘルパー養成研修（２級課程）
研修期間　　4／７～７／３１のうち１９日間
受講資格　　１８～６０歳未満
　　　　　　ホームヘルパー事業への従事希望者
　　　　　　従事確定者または従事している方
募集人員　　４０人程度　　
募集期間　　3／１（木）～３１（土）
費　　用　　３４,２００円（受講料、資料代）
　　　　　　別途テキスト代　６,８００円

申込先　　特別養護老人ホーム百里サンハウス
　　　　　　☎０２９９－５４－００２９

募 集

事項 募集人員 応募資格 活動内容 任期 問

いばらき

女性特派員
４

県内在住満２０歳以上

公務員･議会議員でない方

取材先の要望日にご自身で移動できる方

県広報紙「ひばり」の

原稿作成

H19.4 ～

H20.3

茨城県広報広聴課

☎ 029-301-2128

県政モニター ５０

県内在住満２０歳以上

公務員･議会議員でない方

国･市町村のモニターと兼務にならない方

過去５年以内に県政モニターを経験していない方

県政に対する意見、提案

の提出

アンケートへの協力

地方会議、施設見学会へ

の出席

委嘱日

～ H21.3

茨城県広報広聴課

☎ 029-301-2123

県政インター

ネットモニター
３００

茨城県ホームページの募集案内で

ご確認ください

インターネットを利用し

県政の課題などに関する

アンケートに答える

H19.4 ～

H20.3

茨城県広報広聴課

☎ 029-301-2123

明日の地域

づくり委員

会委員

１４ 鹿行地区在住の方 ( 公務員を除く）

年７回程度の委員会を経

て、地域づくりについて

県への提言をまとめる

H19.4 ～

H21.3

鹿行地方総合事務所

県民生活課

☎ 33-4111

食料品消費

モニター
２３

２０歳以上（ H19.4.1 現在）

国･地方公共団体の議員、職員でない方

食品の安全、規格、表示、価格

動向などに関する意見を提出

依頼日

～ H20.3

茨城農政事務所

☎ 029-221-2185

クラブ員募集
ニッポンアクティブライフクラブ
　NPO法人ニッポンアクティブライフクラブ（ナ
ルク）は自立･奉仕・助け合いをモットーとするボ
ランティア団体です。
　下記により説明会を行います。

日　時　　２／１８（日）１３：３０　
会　場　　鹿嶋市まちづくり市民センター

　　　　NPO法人ナルクかしま
　　　　　☎０２９９̶８４̶０６３９

学生募集 受付期間 応募資格　教育内容 問い合わせ

水戸建築高等
職業訓練校

３／２０（火）
まで

入校資格　　中学校卒業以上～ 30 歳程度
水戸周辺の事業所に雇用され雇用保険に加入されている方
訓練職種　木造建築科 (３か年）  授業料 60,000 円 ほか

水戸建築高等職業
訓練校
☎ 029-226-0405 

鹿島産業技術
専門学院

随時
コース
機械技術  電気工事  木造建築  測量・設計  金属加工

鹿島産業技術専門学院
☎ 0299-69-1170

各事項とも応募締切は２／２８（水）です



鉾田市の人口
（平成１９年１月１日現在）

総数 ５２，４２７人
男 ２６，３０６人
女 ２６，１２１人
世帯数 １６，５８５戸

２月の納税（納期限２月２８日）

固定資産税　　　４期

国民健康保険税　６期

介護保険料　　　６期

広報ほこた　平成１９年２月８日発行

編集  鉾田市総務部秘書広聴課
　　  〒 311-1592　茨城県鉾田市鉾田 1444-1 ☎ 0291 － 33－ 2111
   0291 － 32－ 4443
　　  ホームページ　http : //www.city.hokota.lg.jp/

　自分たちの手で
20歳の節目を祝う　

　鉾田市成人式が１月７日に総合公園体育

館で挙行され、新成人４７９人が出席しま

した。

　鉾田市の成人式は新成人と翌年の成人

予定者で運営されており、昨年９月から式

典の内容について検討をかさね、式典前日

の準備、受付、司会などを分担。式典後の

記念写真撮影でも参加者たちを誘導するな

ど、自分たちの力で式を進めました。

　このような実行委員の皆さんと市との協

働による成人式は、これからのまちづくり

の精神のあらわれといえるでしょう。

　成人代表あいさつでは本間健太さんと永

井仁美さんが「社会の一員として迎えてく

れた先輩方を見習い、社会人として活躍で

きるよう自分をみがいていきたい」「他人

に対して何ができるかを常に考えながら生

きていきたい」とそれぞれ抱負を述べられ

ました。


